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1.は じ め に

本稿では日本語 と英語の否定の意味をもつ接頭辞を比較する。 日本語においても英語 におい

て も否定の意味をもつ接頭辞は数種類存在 し、それぞれが否定の意味を持つ ものの、それぞれ

が特有の性質をもつ。一般的に、否定の意味の接頭辞が付与することによってできた派生語 と

付与 される前の語(基 体)と は反意語関係になることが多い。(1》はそれぞれが反意語関係であ

る。

(1) a. happy - unhappy 

   b. possible - impossible

 c.

D

可能 一不可能

公開 一非公開

日本語の否定の意味の接頭辞においては、接頭辞 を付与するだけで語彙化により単純 に反意

語関係 とならない例や基体 と派生語に同 じ接尾辞がつかない例、派生語 と基体が反意語関係に

なる場合、基体 に別の接頭辞を付与 しなければならない例、基体が形態素のため独立 した語彙

として存在 しない例等、反意語関係になるための派生方法が一様でない。

英語の否定の意味の接頭辞においては、接頭辞を付与するだけで反意語関係になることが 日

本語の例に比べて多いが、品詞による派生制限や接辞のクラス1、 クラスHと いった分類等に

よる語形成規則が存在する。

また、日本語 と英語の反意語のペアの意味を段階性の観点から中間的部分の存在の有無 につ

いて も考察する。
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2.日 本語の否定の接頭辞

本稿では日本語の否定の意味の接頭辞 として、「非」、「無」、「不」、「未」を比較する。英語

の否定の接頭辞のほとんどは、形容詞に付与 し派生形容詞を形成する。一方、日本語の否定の

意味の接頭辞の場合、ほとんどが漢語に付与 し派生名詞 を形成する。英語の否定の接頭辞付与

による派生語と付与する前の語(基 体)と の関係は多 くの場合、反意語関係 となるが、 日本語

の否定の意味を持つ接頭辞付与による派生語 と基体 との関係は反意語関係にならない例が多数

存在する。

また、英語の否定の接頭辞は語彙 として単独で使用 されることはないが、い くつかの 日本語

の否定の意味の接頭辞は単独の語彙として存在する。

(1)aこ ち らに非が ある。

b.心 が無 になる。

2.1.接 頭 辞 「不 」

接頭辞 「不」が付与した派生名詞と基体である名詞とは②のように反意語関係である例が多

いo

② 不得意一得意、不公平一公平、不可能一可能、不完全一完全、不 自然一 自然

接頭辞 「不」にほ形態素付与の例が存在 し、接頭辞 「不」が付与する前の形態素が語 として

存在 しない、あるいはまった く別の意味になる例がある。

(3)a.不 発 一 発、不 足一 足 、不沈一 沈、不定一 定、不届 き一届 き

b,不 備一 備、不燃一 燃、不快 一快、不 要一 要 、不 況一 況

しか し㈲b.の場合、別の語を付与することで反意語 として存在する。

(4)不 備一完備、不燃一可燃、不快雫愉快、不要一必要、不況一好況

接頭辞 「不」付与の派生形容詞の場合、(5)は反意語が同 じ接尾辞 「な」であるが、(6)は接尾

辞が異なり接尾辞の種類 も多様である。

(5)不 得意な一得意な、不公平な一公平な、不可能な一可能な、不完全 な一完全な、不 自然な

一 自然な

〈6)不 釣合いな一釣合いの、不馴れな一馴れた、不利益な一利益のある、不規則 な一規則 的

な、不安定な一安定 した

一72一 龍谷大学国際センター研究年報(2011)第20号



2.2.接 頭 辞 「非 」

(7）は接頭辞 「不」 と同様、接頭辞 「非」が付与 した派生名詞と基体である名詞 とが反意語関

係になる例。

(7》 非課税一課税、非金属一金属、非公開一 公開、非公式一公式、非売品一売品

接頭辞 「非」が付与 した派生名詞 と語彙 として存在するものの接頭辞 「非」が付与する前の

名詞とが反意語関係にならない例が存在する。(8)は反意語関係とは同定できない。

(8)非 国民一 国民、非核一核、非番一番、非運一運

接頭辞 「非」に も形態素付与の例が存在 し、接頭辞 「非」が付与する前の形態素が語 として

存在 しない、あるいはまったく別の意味になる例がある。

(9)非 行 一 行、 非凡一 凡、非情一 情 、

しか し、(9)に別の語彙 を付与すると反意語関係になる。

ao)非 行一善行、非凡一平凡、非情一有情

23.接 頭 辞 「無 」

接頭辞 「無」は 「不器用な一器用な」 といった否定の意味を持つ例 もあるが、他の否定の接

頭辞 と違 い、「～がない」 という意味を多 く含むため接頭辞 「無」付与の多 くの派生語は、否

定の意味の接頭辞付与によるものとは同定で きない。

接頭辞 「無」付与の派生名詞を形容詞にする場合、語尾に 「な」や 「の」 を付与 し、派生名

詞になる前の名詞の語尾 に 「のある」を付与すれば多 くの場合、(ll)のような反意語関係にな

る。

(ll）無意味な一意味のある、無関係な一関係のある、無意識な一意識のある、

無資格の一 資格のある、無期限の一期限のある

接頭辞 「無」には形態素付与の派生名詞も多く、その場合、反意語は接頭辞 「有」が付与の

派生名詞の例が多い。

働 無害一有害、無機物一有機物、無給一有給、無効一有効、無罪一有罪
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2.4.接 頭辞 「未」

接頭辞 「未」は単に否定の意味を表すのではなく、意味的に動詞派生の形容詞に付与する英

語の接頭辞un・と同様、基体が まだ行われていない という意味を含む。

(１３）は接頭辞 「未」付与の派生語と基体の名詞とが反意語関係になる例。

(1の 未完成一完成、未成年一成年

(14》のように接頭辞 「未」は形態素に付与する例が多い。基体となる形態素は語として存在 し

ない、あるいはまった く別の意味になる。

(14)未 開一 開、未 然一 然 、未踏一一踏 、未明一 明、未納一納

（１５）の ように、接頭辞 「未」付与の派生語 と基体の形態素 に別の接頭辞 を付与することで反意

語関係になることがある。

㈲ 未決一既決、未婚一既婚、未熟一完熟

日本語の否定の接頭辞の共通点 として形態素付与の例が見 られ、それぞれの形態素に別の接

頭辞を付与することで反意語関係になる例が存在する。接頭辞 「非」に関 しては語彙化によっ

て基体の単純な否定の意味ではなく違 った意味になる例が存在する。「不」や 「無」の例のよ

うに反意語 として存在 して も基体の語尾が同一でない場合 もある。言葉は意味も活用 も他の言

葉 と同一であれば存在理由がな くなるため、これらの接頭辞 もお互いにわずかに違った もので

あるため現存するものだと考えられる。

3.英 語の否定の接頭辞

英語の否定の接頭辞 として5種 類の接頭辞(a、dis-,in-,non-,un-)が あ り、接頭辞a一付与 に

よる派生語は他の接頭辞に比べて数が極端に少ない。また接頭辞non・は接頭辞の中で も極めて

生産的であり、付与 してで きた派生語の意味の規則性が高いため実際の語彙数に比べて辞書記

載例が極端に少ない。派生語の種類が少ない接頭辞a一と実在す る語彙数 と、派生語が辞書 に記

載されることの少ない接頭辞non・は本稿では研究の対象外 とし、接頭辞un、in-,dis一を扱 う。

英語の否定の接頭辞 による派生語 と基体とが反意語関係である例は多 く、 日本語の否定の意

味の接頭辞に比べて意味的に透明度(規 則性)が 高いといえる。

英語の接辞はAllen(1978)やSiege1(1974)ら によって2つ のクラスに分け られ、それに基

づ く語形成規則が存在する。 また、 日本語の 「無」や 「非」とは異なり、英語の否定の接頭辞

は接頭辞そのものが語彙 として使用で きない。

一74一 龍谷大学国際センター研究年報(2011)第20号



3.1.接 頭 辞un一

接 頭 辞u距 は辞 書 記載 の 派生 語 数 がWebsteゴsCollegiateThesaurus(1976)で は786語 と一

番多 く、生 産的 な接頭 辞で あ る。(1)は 反 意語 関係 を示す。

(1)unhappy-happy,unkind-kind,unlucky-1ucky

(2)の よ うに、接頭 辞un一 は動詞 派 生の形 容詞 に も多 く付与 す るため 、 よ り生 産的 な接頭 辞 だ

といえ る。

②married→unmarried,employed→unemployed。failing→unfailing,

believing→unbelieving

た だ し、 否定の接 頭辞 として はun一は動詞 には付 与 しない。

(3)'unmarry。 °unemploy,'unfai1,°unbeheve

接 頭 辞un一 は クラスⅡ 接 辞 であ るた め、 クラス1及 び クラスH接 辞付 与 の派生 語 に比較 的 自

由に付 与 で きる。(4)aは ク ラスH接 尾辞 、(4)b.は ク ラス1接 尾辞付 与の例。

(4)a【 【un【hapPy】】ness】

b.【un【【employ】ed】】

また接 頭辞un・ は単 に否定 の意 味 を持 つだ けで な く、 日本語 の 「未 」 と同 じように まだ行 わ

れ てい ない事 項の意 味 も持 つ。

(5)an　 unmarried　 couple('acouple　 which　 has　not　been　 married)

接 頭 辞un・ は 否 定 の意 味だ けで な く逆 転 ・欠如 の意 味の接 頭辞 も存 在 し、 この場 合、(6)の よ

うに派 生動詞 が存在 する。

(6)unwrap,unmask,unseat,unship,unvei1

(6)が過 去形 や過 去 分詞 に な った場合 、形 の上 で は(4)b.の よ うな否定 の接 頭辞un・ 付与 に よる

派生形 容詞 と区別がつ か ないが、意 味的 には全 く異 なる。

(7)the unpacked baggage('the baggage which has been packed')
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3.2.接 頭 辞in一

接頭辞un一に次 ぐ派生語数 であるが、クラス1接 辞であるため生 産性 に劣る。Webster's

Collegiate Thesaurus(1976)で は409語 の記載が確認で きた。 さらに接頭辞un一と同様、ほと

んどが形容詞付与であるが、動詞派生の形容詞には付与せず、また派生動詞を形成す ることが

ない。(8)は反意語関係の例。

(8)infinite一 且nite,infamous-famous,invisible-visible

(9)のように、接頭辞in一はクラス1接 辞の特徴 として同化が確認できる。

(9)in+possible→impossiblcin+regular→irregula乙in+lega1→illega1

接頭辞in・はクラス1接 辞であるため、クラス1接 尾辞による派生語にしか付与で きず、クラ

スH接 尾辞による派生形容詞に付与できない。したがって(1Φaは可能だが㈹b.は不可である。

(10》a[in[[possible】ity1】

b.窃 【in旺friendlly】1

否定の接頭辞の中で唯一、接頭辞in・は語よりも小 さい形態素 に付与できる。

Ol)量n+ert→inert,in+sipid→insipid

拉木(1985)に よると接頭辞in一は他の否定の接頭辞 と異な り、 もともとの語の意味の否定で

はなく別の意味が加わることがある。{助はかなりの語彙化が見られる。

働innocuous(面 白 くない),infamous(悪 名 高い),invaluable(評 価 で きないほ ど貴重 な)

3.3.接 頭 辞dis一

接頭 辞un・や接 頭辞in一と比較 して派生語 数がWebsteガsCollegiateThesaurus(1976)で は99

語 と 少 な い ため 全 く生 産 的 な接 辞 で はな い が、派 生 形 容 詞 以外 に も接 頭 辞dis一はWebster's

ConegiateThesaurus(1976)に お いて名詞付 与の例が99語 中33例 見 られ、接頭 辞dis一は 派生 動

詞 も存在 す るため順応性 に優れ ている。

㈲a.派 生 形 容 詞:disloyaLdishonest

b.派 生 名 詞:disunion,(hsconnect

c.派 生 動 詞:disregar¢disbelieve

クラス1接 辞であるが、接頭辞in一とは異な り、形容詞以外にも付与でき、否定の意味だけで
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な く逆転 ・欠如の意味 も持つ。そのため接頭辞dis・には生産性の高い接頭辞の要素があるが、

現在の ところ接頭辞dis・の派生語の数はクラス 皿接辞の接頭辞un・や同 じクラス1接 辞の接頭辞

in一の派生語の数に比べてはるかに少ない。

4.段 階性 による考察

形 容詞 は段 階 的形容詞 と非段 階的形 容詞の2種 類 に分 け られ る。 まず英語 にお いて 、happy-

unhappyやhonest・dishonestの 反 意 語 の ペ ア は段 階 的 形 容 詞 で あ り、immortal-morta1や

married-unmarriedの 反 意語 の ペア は非段 階的形 容詞 のペア であ る。段 階的形 容詞 と非段 階形

容詞 におい て は、 その意味 領域 におけ る性 質が全 く異 なる。

段 階 的形 容 詞 のhappy-unhappyやhonesレdishonestに 対 して、非段 階 的形 容詞 のimmorta1-

mortalやmarried-unmarriedに は 意 味 領域 に お い て 中間 的 な部 分 が 存 在 しない 。例 え ば、

happy-unhappyやhonest・dishonestの 関 係 にお いて は、意味 領域 に は中 間的 な位 置 関係 が成立

し、例 え ば、happyで な けれ ばunhappy、honestで な け ればdishonestと い う意 味 には な らず、

(1)の よ うなneitherhappynorunhappyやneitherhonestnordishonestと い う表現 も可 能で あ

る。

(1)aHe五sneitherhapPynorunhapP】 匹

b.Heisneitherhonestnordishonesし

(1)の 関 係 が 容認 可 能 なの は、happy-unhappyやhonest・dishonestの 意 味 領域 に は段 階性 が あ

るため 、中間 的(neutral)な 部 分が存 在す るか らであ る。

しか し、immortal-mortalやmarried-unmarriedは 非 段 階的形容 詞で あ り、 中間的部 分が存

在 しないため、② を容 認す る ことが 難 しい。

(2》a?HeisneithermortalnorimmortaL

b.?Heisneithermarriednorunmarded.

この ように段階的形容詞 と非段階的形容詞とで英語の反意語のペアを区別で きる。同様に 日

本語の反意語のペアにおいても段階性の観点か ら分類できる。派生名詞が多い 日本語の例で も

英語 と違って形容詞でな くても英語と同じように区別できる。(3)は中間的部分が容認で きるの

で、段階性があると想定される。

(3)a.彼 は幸せでも不幸せで もない。

b.非 凡でも平凡で もない生活。

(4)は中間的部分がない非段階的な例で容認することは難 しいと思われる。

(4》a?判 決は無罪でも有罪でもなかった。

b.?こ れは非課税で も課税でもない。
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段階性においては、英語も日本語も段階的な例と不段階的な例の両方が存在するという点で

共通点が確認できる。

5.結 語

本稿では日本語と英語の否定の意味のそれぞれの接頭辞の分析を行ない、英語の否定の意味

の接頭辞よりも日本語の否定の意味の接頭辞の方が意味的にも語形成規則的にも複雑であるこ

とが判明した。

日本語の否定の意味の接頭辞は語彙化により基体と反意語関係とならない例、基体とは接尾

辞が異なる例、基体 と反意語関係になる場合、基体に別の接頭辞を付与 しなければならない

例、形態素が基体である例が多く存在する等、派生方法が多様である。

英語の否定の意味の接頭辞においては基体に接頭辞を付与するだけで反意語関係になること

が多いが、品詞や接辞のクラスによる語形成規則が存在し、数は少ないが接頭辞in一においては

形態素付与や語彙化が認められる例もある。

また日本語と英語の反意語のペアの意味の段階性の観点では中間的部分の存在の有無が日本

語と英語に共通する。

日本語においても英語においても同じ言語内でありながら意味的に類似する数種類の異なる

接辞が存在するが、それぞれの接辞は意味的に似ていても一様でなく、語形成規則においても

それぞれが独自の規則を持つ。そのため、どの接辞も現時点で消滅することなく使用されてい

るものだと想定される。
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